
令和６年度実施 協働事業

事業提案書（案）

目 次

●市民提案型協働事業
① 特別支援学級へ、リトミックを取り入れた支援・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P１

令和５年６月

平塚市



令和 ６年度「 事業」 提案書 令和 ５年 ５月 ２４日

（ 宛先）

平塚市長

団 体 名 あいあいリトミック

代 表 者 相原 真由美

事業担当課 子ども教育相談センター

提 案 型
□ 行政提案型
■ 市民提案型 ■（ 自由部門 □ テーマ設定部門）

新規・ 継続 ■ 新規（ 提案１年分） □ 継続（ 令和 年度～）

協働事業について、次のとおり事業提案します。

１ 提案内容（ 事業担当課との意見交換をもとに、具体的に詳しく 記入してく ださい。）

①事業名 特別支援学級へ、リトミックを取り入れた支援

②事業の目的・
必要性

なぜこの事業が必要
か、どのような市民サ
ービスの向上が図られ
るのかなど。

生の音楽を使い、教育法の一つであるリト ミックを用いて、コミュニケ

ーション能力向上や心身の調和がとれた支援を行う事を目的としてい

る。

リトミックを用いて、一斉の活動へ参加の難しい児童も身体を自由に動

かしてもらう・ 言葉の表現が苦手な児童は音で表現する・ 動と静をリト

ミックで体験することで生活にメリハリがでる・リズム感が養われる事

で生活リズムが整う・新しい刺激を与えることで好奇心が芽生える・ 自

分から進んで動く ことで自立を促すなどの、QOLの向上が見込める。

生活するうえで切り離すことのできない” 音” との関わり方を専門的
にサポートすることで、児童の笑顔を引き出せるだろう。

③協働の必要性・
メリット

なぜ、市と協働で実施

したいのか、協働する

ことの必要性を記入し

てく ださい。

また、市民・ 団体・ 市

のメリットをそれぞれ

具体的に記入してくだ

さい。

必

要

性

音楽家による演奏を使用した支援を、児童に届けることができる。

メ

リ

ッ

ト

（ 市民のメリット ： 市民が受けられるサービスや解決される課題など）

生の音楽を体験するよい機会になる。また音楽を通じて自分の身体

（ 五感+筋肉の感覚） を使うことで心と身体の調和が取れ、次の活

動にも落ち着いて取り組め、集中力にも繋がる。

音楽による刺激により個々 の反応を引き出すことで、心を開き相手

を受け入れることにつながる。コミュニケーション能力に不安のあ

る児童にとっては、多様化する社会に必要な能力を身につける補助

となる。

（ 団体のメリット ： 行政が持つ情報等の活用や信頼性の確保など）

行政が調整や連絡を担ってくれることで、円滑に事業を行うことが

できる。

（ 市のメリット： 団体が持つ専門性やノウハウの活用など）

市が取り組んでいるインクルーシブ教育に協力できる事業と成り

得る。
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④ 事業のアピール
ポイント

この事業の先駆性、先進

性、創意工夫、事業の売

りや熱い想いなどアピ

ールできることを記入

してください。

我々 団体は施設と連携を取りながら個別のプログラムを組み、学校にあ

る身近な楽器や道具を使用し活動する。しかし楽器など、使用できない

場合は団体が持ち込むなどして、臨機応変に対応しながら協力したい。

また自宅でもリトミックができるように、団体が用意した製作楽器を渡

し、その場で終わる事なく次に繋がる工夫も行う。

マスク生活になり他人の表情が読みづらく なっていることは、障がいの

ある児童にとってコミュニケーションが取りずらく なっている一つの

原因となっている。リトミックを体操と捉えることで、マスクを外して

活動できる環境が作れる。

児童の笑顔を第一に考え、自立支援につながるよう音楽の専門性を駆使

していく 。

⑤事業概要・ 計画
スケジュール・ 人員配

置など時系列、箇条書

きで具体的に記入し

てく ださい。

・ １施設 年２回

１時限やフリータイム時間を使って行う

あいあいリトミック２人～３人

・ 打合せ２～３人

担当者と打ち合わせ・ プログラム作成・ 楽器製作

学校との電話連絡

・ 反省会３人

教師にアンケートをとり、それを基に反省会を開く

行政や施設へ報告

⑥役割分担

団体、市の役割を具体

的に記入してく ださ

い。

（ 団体の役割）

・ 事業内容制作。

・ 事業にかかる事務的作業・ 運搬作業を担う。

・ 事業にかかる機材や道具を準備する。

・ 製作楽器を作る。

（ 市の役割）

・ 学校と団体とをつなぐ。

・ 行政として団体へ助言をする。

⑦他団体との連携
この事業に関し、他団

体等と連携の実績や

予定があれば記入。
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⑧成果目標
（ 目標値）

できるだけ数値で具

体的に記入してく だ

さい。

生の音楽で児童の笑顔を引き出すことにより、免疫力の向上・ ストレス

軽減・ 自律神経のバランスの保持・ 脳の活性化などの効果が期待できる。

“ ”これにより 心と身体の調和 を目指す。

またマスク生活により、使用頻度の低下している表情筋を使うことによ

り笑顔を引き出したい。

身体の面でも、問題となる行動の減少を目指す。

音楽を通して、他者と共に活動することでコミュニケーションの楽しさ

を味わわせたい。

実施後、教師にアンケートで① ②笑顔が見られたか？ 体の動きや感情を

③引き出せたか？ コミュニケーション力を高められたか？を４段階評価

してもらい、３を目指す。

（ 成果目標値： 満足度80％）

⑨関連法令等
事業実施に関連した

法令等があれば記入

してく ださい。 ※ご不明の場合は、事業担当課へご確認く ださい。

⑩ 実施年度以降の
展望

今回提案の事業実施

年度以降の展望を記

入してください。

■ 実施年度以降も提案型協働事業で実施
※市支出見込額（ 2年目 40, 000円、 3年目 50, 000円）

□ 提案型以外の方法で協働を継続
□ 団体が単独で実施 □ 行政が単独で実施 □ 終了する
□ その他（ ）

（ 実施後の具体的な事業展開や上記の補足事項）

事業実施後は継続して行うとともに、実施施設を増やし拡大していきたい。

また、特別支援学級にとどまらず、定型発達の児童にも支援を行っていきたい。
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２ 提案団体の概要

① 団体名
(ﾌﾘｶ゙ ﾅ) アイアイリト ミック

あいあいリトミック

② 所在地
〒254-0014

平塚市四之宮5-13-39

③ ホームペ
ージ

https: //i i -rythomi c. com

④ 連絡担当者
及び連絡先

担当者 相原 真由美 （ 役職） 代表

電 話 090-5828-9927 （ 連絡可能な時間帯） 9: 00～21: 00

Ｆ ＡＸ 0463-53-4782 e-mai l i i rytho555＠md. scn-net. ne. j p

住 所 〒254-0014平塚市四之宮5-13-39

⑤ 設立年月 2018年 1月 （ 法人格取得年月 年 月）

⑥ 会員の状況 個人会員 10人 （ うち平塚市民 6人） 団体会員 団体

⑦ 活動内容
・ 活動実績

月９回未就学児対象のリトミックを開催

年２回０歳から小学生対象のリトミック wi thコンサートを主催

平塚市立さく ら幼稚園にて英語リトミック開催

発達支援くれよんにて要支援児対象リトミックを開催

大野公民館・ 城島公民館・ 豊田公民館にて家庭教育学級としてリトミック wi th

コンサート開催

花水公民館にて民生・ 児童委員協議会主催のクリスマスコンサート開催

福祉施設にて高齢者対象コンサート開催

社会福祉協議会依頼のコンサート開催

共生型デイサービスTOWASI Sにて週１回音楽療法を実施

⑧ 協働事業
との関わり

■ 新たな事業 □ 今までの活動の拡大 □今までの活動と同規模

⑨ 活動体制

活動に携わる

メンバーを記

入してくださ

い。

１０名以上の

場合は、主なメ

ンバーを記入

してく ださい。

役職等 氏名 協働事業での役割

① 代表 相原 真由美 事業全体の総括

② 副代表 中西 こず江 代表補佐

③ 会計 谷口 あきこ 企画・ 会計管理

④ 監査 相原 振一郎 事務・ 製作

⑤ 小嶋 由起子 クラリネット担当

⑥ 前田 ともみ クラリネット担当

⑦ 飯田 幸子 二胡担当

⑧ 高瀬 慶子 フルート担当

⑨ 佐藤 まり美 トロンボーン担当

⑩ 高橋 美和 英語担当

※この事業提案書は、個人情報の一部を除き、ホームページ等で公表します。
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令和５年 ５月 ２４日

令和 ６年度「 事業」 収支予算書（ 協働事業だけの金額を記入してく ださい）

事業担当課 子ども教育相談センター

事業名 特別支援学級へ、リトミックを取り入れた支援

総事業費 37, 900円
市の支出 35, 900円

団体の支出（ 他の収入等） 2, 000円

① 収入 金額単位：円

項 目 予算額 内 容

市の支出 Ｃ 35, 900円
製作材料費6, 600円 設備費7, 500円 事務費3, 000円
交通費18, 800円

団体の支出 2, 000円 団体の他の収入から支出

事業収入 0円

円

収入合計 Ａ 37, 900円

② 支出
項 目 予算額 うち市の支出分 積算単価など具体的な内容

製作材料費 6, 600円 6, 600円 製作楽器100円×33人×2回

設備費 9, 500円 7, 500円
ペープサート 2, 500円
楽譜2, 000円=団体から支出
ロリポップドラム5000円

事務・ 消耗費 3, 000円 3, 000円
PC用紙500円・ 色画用紙500円・ シール500円
ペープサート紙500円・ テープ500円・ 糊500円

交通費 18, 800円 18, 800円

電車代往復1, 200円×2回×2人
バス代往復1, 000円×2回×2人
運搬車用ガソリン代2, 500円×2回×2台

円 円

円 円

支出合計 Ｂ 37, 900円 Ｄ 35, 900円

※収入合計Aと支出合計B及び市の支出Cと支出合計Dは同額となります。
※市の支出の他に、県やその他の助成金がある場合は、収入・ 支出に明記してく ださい。
※事業の実施及び予算は３月議会での承認により決定されます。
※協働事業の費用負担の大部分は市の支出であり、事業担当課が主体となり積算作業を行うべきもの
であることから、本収支予算書は事業担当課の責任において作成する書類となります。
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